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公共交通政策部 

 

平素より、当メールマガジンを御愛読いただきありがとうございます。 

 暑さが日ごとに増してまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

お手隙の際に本メールマガジンをご覧いただければ幸いです。 

6月配信のメールマガジンは以下の内容でお送りいたします。 

 

◎目次 

○第１１回 大都市交通センサス分析結果の公表について 

（公共交通政策部） 

○地域公共交通確保維持改善事業「第三者評価委員会」を開催 

（関東運輸局） 

○関東交通プラン平成２５年度重点施策を決定しました 

（関東運輸局） 

○編集後記 

 

○第１１回 大都市交通センサス 分析結果の公表について（公共交通政策部） 

「大都市交通センサス」は、首都圏、中京圏、近畿圏の三大都市圏における鉄道、

バス等の公共交通機関の利用実態を把握し、公共交通施策の検討に資する基礎資

料の提供を目的として、昭和３５年以来５年ごとに実施してきました。 

平成２２年に実施した第１１回大都市交通センサスの調査結果については平成２４

年３月に公表を行ったところですが、今般、調査結果を基にした詳細な分析を実施し、

その結果を取りまとめましたので、平成２５年６月２１日（金）に公表を行いました。 

 

［分析結果報告書は下記ホームページにて公表しています］ 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000047.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他にも、今回初めて行った分析も含め、下記の様な分析項目について実施し

ております。ご関心のある項目について、ぜひ上記のホームページよりご覧いただけ

【分析結果の一例】 

○今回の分析では、大規模災害発生時に多くの鉄道利用者が駅構内や列車内に滞留する状況になるこ

とを想定し、時刻別の鉄道利用者数について詳細な分析を初めて行いました。 

○その結果、首都圏全体と首都圏で鉄道利用者による滞留者が最も多い新宿ターミナル（新宿、新宿

三丁目、新宿西口、西武新宿）における推計値は下記の表の通りになります。 

圏域 時刻 鉄道利用者に 

よる駅・列車内

滞留者数 

（万人） 

（鉄道利用者による 

駅・列車内滞留者数の内訳） 

＜参考＞ 

鉄道利用中人数 

（万人） （最大ターミナル） 駅滞留者数 

（万人） 

鉄道乗車中人数 

（万人） 

首都圏 8:00 181.7 
 

37.7 

 

144.0 

 

227.2 

（新宿関連駅） 
8:30 3.7 

 

2.2 

 

1.5 

 

4.5 

 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000047.html


ればと思います。（平成24年度調査で初めての分析項目には［新規］の欄に○をつけ

ています。） 

分析項目 新規 

(1)鉄道利用状況の分析 鉄道利用状況の経年変化の分析  

平成22年における鉄道利用状況の分析  

大規模開発の進捗状況と鉄道需要との関係分析  

主要都市の成熟の進展と鉄道需要との関係分析 ○ 

放射状都市鉄道における逆方向需要の特性に関する分析 ○ 

鉄道通勤者における交差通勤に関する分析 ○ 

鉄道端末交通手段の利用状況の分析  

高齢者の交通行動特性に関する分析 ○ 

私事目的（第 2 トリップ）に関する分析 ○ 

(2)鉄道輸送サービスの 

変化による効果の分析 

鉄道ネットワーク整備の効果分析  

就業開始時刻と通勤行動の関連性についての分析 ○ 

鉄道路線間乗換状況の分析  

有料着席列車の利用状況の分析 ○ 

大都市圏における公共交通整備・利用状況の変化の分析  

(3)バス利用状況の分析 バスと鉄道との連携状況に関する分析  

バスと鉄道の選択状況に関する分析  

(4)利用時刻別にみた鉄道利用者数の推計 ○ 

 

○地域公共交通確保維持改善事業「第三者評価委員会」を開催（関東運輸局） 

５月２８日（火）に横浜第２合同庁舎共用第１会議室において「地域公共交

通確保維持改善事業第三者評価委員会」を開催しました。 

地域公共交通確保維持改善事業は、存続が危機に瀕している生活交通のネッ

トワークについて、地域のニーズを踏まえた最適な交通手段であるバス交通、

デマンド交通、離島航路・航空路の確保維持のため、また、バリアフリー化や

より制約の少ないシステムの導入等移動に当たっての様々な障害の解消等がさ

れるよう、地域の多様な関係者による議論を経た地域の交通に関する計画等に

基づき実施される取組を支援することを目的として、平成２３年度からスター

トした支援策で、平成２５年度は全国で３３３億円が計上されています。 

本委員会は、関東運輸局及び東京航空局が、確保維持改善事業の二次評価を

実施するにあたり、学識経験者等から助言を受けることにより、確保維持改善

事業の事業評価を充実し、地域における確保維持改善事業の取組が効果的・効

率的に推進されることを目的とし、今回が２度目の開催になります。 

当日は、学識経験者である、横浜国立大学・中村文彦教授、岩手県立大学・

元田良孝教授及び運輸局の各担当部長等が出席しました。なお、当日は時間の

制約上、選定された１１案件について、ご助言を頂きました。 

（１）地域間幹線系統確保維持事業【埼玉県生活交通確保対策地域協議会、山

梨県生活交通対策地域協議会】（２）地域内フィーダー系統確保維持事業【宇都

宮市地域公共交通会議、中央市地域公共交通活性化協議会】（３）地域公共交通

調査事業【中井町地域公共交通会議、川越市公共交通利用促進協議会】（４）バ

リアフリー化設備等整備事業【横浜市地域公共交通バリア解消促進等事業タク

シー部門協議会】（５）利用環境改善促進等事業【関東地区ＩＣ乗車券ＰＡＳＭ

Ｏ・Ｓｕｉｃａの他エリアとの相互利用計画協議会】（６）鉄道軌道安全輸送設

備等整備事業【真岡鐵道経営支援協議会】（７）離島航路確保維持事業【東京都

離島航路地域協議会】（８）離島航空路確保維持事業【東京都離島航空路地域協



議会】 

 

委員の先生方からは、運行ルートや事業のコ

ンセプト、運行に至る経緯等についてご意見・

ご質問をいただきました。また、総評として委

員の先生方から、「需要予測したデータに基づい

て計画・目標を立てるべき」、「事業者、自治体、

運輸局の連携や役割分担を適切に行うべき」等

のご意見をいただきました。 

今後とも、本委員会でのご意見を踏まえ、地

域公共交通確保維持改善事業が効果的なものと

なるよう取り組んで参ります。 

 

 

○関東交通プラン平成２５年度重点施策を決定しました（関東運輸局） 

今般、６月１１日（火）に関東地方交通審議会平成２５年度第１回政策推進部会を

開催し、平成１７年４月に関東地方交通審議会より答申をいただいた 「関東交通プラ

ン 2005－2015 」の具体的な取組みである平成２５年度重点施策を決定しました。 

政策推進部会は、専門性に加えて、第三者・中立性の観点から、下記委員等によ

り構成されており、毎年度当局が重点的に取り組むべき施策（重点施策）を決定する

ため、年度末及び年度初めの年２回開催しているものです。 

また、本重点施策決定にあたっては、３月から４月にかけてパブリックコメントを実

施しております。 

 

   ＜政策推進部会委員名簿＞ 

       委  員  河野 康子   全国消費者団体連絡会事務局長 

      ◎臨時委員  屋井 鉄雄   東京工業大学大学院総合理工学研究科教授 

       専門委員  五十嵐 徹   産経新聞東京本社論説副委員長 

       専門委員  岩倉 成志   芝浦工業大学工学部土木工学科教授 

       専門委員  太田 和博   専修大学商学部教授 

       専門委員  沖田 恭昭   日本政策投資銀行管理部次長 

       専門委員  中村 文彦   横浜国立大学大学院 

                                        都市イノベーション研究院教授 

       専門委員  安島 博幸   立教大学観光学部 教授 

     ◎は部会長 

 

   ＜平成２５年度重点施策＞ 

    ①地域公共交通の確保・維持・改善に向けた支援 

    ②タクシー事業の適正化及び活性化に向けた取組の推進 

    ③オリンピック・パラリンピック招致を見据えた広域連携の強化等 

     によるインバウンドの推進 

    ④環境に配慮した交通の確保・推進 

    ⑤関係者の連携によるモーダルシフト等の推進 

    ⑥国際コンテナ戦略港湾・京浜港の競争力強化に向けた物流の円滑化 

    ⑦関係者の協働による総合的なバリアフリー化の推進 

    ⑧高速ツアーバス等の安全の確保 

    ⑨大規模地震等に対する防災対策のより一層の充実 

会場の様子 

 



    ⑩運輸安全・危機管理体制の強化 

 

関東運輸局としては、政策推進部会で頂いたご意見等を踏まえて、本重点施策を

着実に推進し、安全・安心・便利で環境にやさしい交通の実現と観光による地域の活

性化を実現するために、引き続き努力して参ります。 

 

○編集後記 

いつもご愛読いただきありがとうございます。国土交通省総合政策局公共交通政

策部交通計画課の門井です。 

今月中旬に青森県の五所川原市に行って参りました。公共交通機関を使い、観光

をしましたが、乗り継ぎ時間の関係上、３０分～１時間程度駅で待つこともありました

が、ゆったりした時間が過ごせました。 

普段の生活では、交通網が発達していて、少しの遅れでも忙しない気持ちになるこ

とがありますが、本当に恵まれた環境の中で生活していることに気づかされました。 

心のゆとりの大切さに気づかされた旅行でした。 

 

★全国に是非とも共有したい情報等ございましたら、下記問い合わせ先または最寄り

の地方運輸局企画観光部交通企画課まで御連絡ください。 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省総合政策局公共交通政策部交通計画課    門 井 

〒100-8918 東京都千代田区霞が関 2-1-3(中央合同庁舎 3号館 3階) 

ＴＥＬ  ： 03-5253-8274 (直通)     FAＸ  ： 03-5253-1513 

Ｅ-mail ： koutukeikaku_joho@mlit.go.jp 

国土交通省ＨＰ（情報発信のページ） ： 

 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000039.html   

国土交通省総合政策局公共交通政策部ゆるきゃら のりたろう 
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